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大阪航空局　航空振興課

東京航空局　環境・地域振興課

航空局　空港業務課

令和元年 9月

（その他）



〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕
★ 航空・空港の利用促進のための取組調査の取りまとめ・情報提供 ● ● ● ● 1.2.3.4.5

★ 空港法協議会活動状況報告書（年報）の作成・情報提供 ● ● ● ● 1.2

★ 広報費を活用した利用促進活動に係る支援 ● ● 1.2.3

注１） 「地域振興等類型」は下記のとおりとし、詳細は別紙を参照願います。 注２）

該当する番号欄に「●」を記入すること。

〔1〕 航空ネットワークの維持 1

〔2〕 航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓 2

〔3〕 空港利用者便益の増進 3

〔4〕 空港と地域との交流促進 4

5

注３） 他の空港にＰＲ（推薦）する取組については、特記に「★」を記入

の上、様式4－5に詳細を記入すること。

その他

特記 活動・取組状況
地域振興等類型 実施

主体

「実施主体」の欄は該当する下記番

号を記入すること。

空港管理者

国の機関（地方運輸局、地方整備局等）

地方自治体

航空会社、空港ビル会社

総括表

平成３０年度における利用促進取組状況（国土交通省航空局）
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国土交通省航空局

地域振興等類型 〔1〕航空ネットワークの維持　〔2〕航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓　〔3〕空港利用者便益の増進　〔4〕空港と地域との交流促進

実施主体 国土交通省航空局、東京航空局、大阪航空局、地方公共団体、関係団体等

実施時期 平成３０年１０月

地域振興等類型 〔1〕航空ネットワークの維持　〔2〕航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓　〔3〕空港利用者便益の増進　〔4〕空港と地域との交流促進

実施主体 国土交通省航空局、東京航空局、大阪航空局、広域空港管理官、空港事務所（協議会）、地方公共団体等

実施時期 平成３０年９月

①　航空・空港の利用促進のための取組調査の取りまとめ・情報提供

概要
空港を活用した地域活性化に向け、各空港での航空・空港の利用促進に係る様々な助
成その他の取組を把握し、空港関係者の施策の参考にするとともに、広く一般に活動を
ＰＲすることを目的として、「航空・空港の利用促進のための取組調査」を実施。

内容等

　平成３０年度の各空港の航空・空港の利用促進のための取組を調査し、地方航空局
管内毎に調査報告書を作成。作成した報告書については、各空港関係者へ情報提供す
るとともに、地方航空局のホームページに掲載。

②　航空・空港の利用促進活動状況報告書（年報）の作成・情報提供

概要
空港法協議会等の設置・開催状況及び活動内容等を把握し、情報共有することにより、
各空港における活動及び施策の参考にすることを目的として、航空・空港の利用促進活
動状況報告書（年報）を作成。

内容等

　平成２９年度の空港法協議会等の航空・空港の利用促進活動状況報告書（年報）を作
成するとともに、国土交通省航空局ＨＰ及び地方航空局ＨＰに掲載。

主な取組内容

http://www.ocab.mlit.go.jp/use/http://www.cab.mlit.go.jp/tcab/activity/

◆東京航空局ＨＰ ◆大阪航空局ＨＰ

http://www.mlit.go.jp/koku/15_bf_000288.html

◆国土交通省航空局ＨＰ ◆地方航空局ＨＰ
http://www.cab.mlit.go.jp/tcab/activity/
http://www.ocab.mlit.go.jp/use/
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国土交通省航空局

地域振興等類型 〔1〕航空ネットワークの維持　〔2〕航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓

実施主体 国土交通省航空局、東京航空局、大阪航空局、広域空港管理官、空港事務所（協議会）等

実施時期 平成３０年４月～平成３１年３月

●東京航空局管内（４事業）

●大阪航空局管内（３事業）

　・釧路空港　たんちょう釧路空港利用促進ＰＲ用パンフレット作成
　・新千歳空港　新千歳アクセスＰＲポスター作成
　・丘珠空港　札幌市営地下鉄車内広告作成及び掲載
　・函館空港　函館空港利用促進ＰＲバス車内広告

　・広島空港　広島空港利用促進を目的とする地元紙への広告掲載
　・長崎空港　長崎空港の二次交通アクセスをPRするチラシを４言語（日・英・中《簡》・韓）作成
　・岩国空港　沖縄線利用促進を目的とするPRのぼり作成

概要
航空・空港の利用促進を図るため、広報費を有効活用し各空港の創意工夫あふれる利
用促進活動（ちらしやポスター制作など）を募り、効果が高いと思われる取組に支援を実
施。

内容等

③　広報費を活用した利用促進活動に係る支援

（広島空港） （長崎空港）（新千歳空港）
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〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕
航空・空港の利用促進のための取組調査の取りまとめ・情報提供 ● ● ● ● １、２、３、４

空港法協議会活動状況調査報告書の作成・情報提供 ● ● ● ● １、２

★ 広報費を活用した利用促進活動の支援 ● ● ● 1

訪日外国人受入対応 ● ● ● １、２、３、４、５

注１） 「地域振興等類型」は下記のとおりとし、詳細は別紙を参照願います。 注２）

該当する番号欄に「●」を記入すること。

〔1〕 航空ネットワークの維持 1

〔2〕 航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓 2

〔3〕 空港利用者便益の増進 3

〔4〕 空港と地域との交流促進 4

5

注３） 他の空港にＰＲ（推薦）する取組については、特記に「★」を記入

の上、様式4－5に詳細を記入すること。

その他

特記 活動・取組状況
地域振興等類型 実施

主体

「実施主体」の欄は該当する下記番

号を記入すること。

空港管理者

国の機関（地方運輸局、地方整備局等）

地方自治体

航空会社、空港ビル会社

（２） 総括表

２．平成３０年度における利用促進取組状況（東京航空局）
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東京航空局

地域振興等類型 〔1〕航空ネットワークの維持  〔2〕航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓　〔3〕空港利用者便益の増進

実施主体 東京航空局

実施時期 平成３０年度

①広報費を活用した利用促進活動の支援

概要
広報費を活用した利用促進活動の募集を各空港事務所等に行い、応募があった空港
（新千歳、釧路、函館、丘珠）の広報活動について活動内容の審査し支援を行う。

内容等

平成３０年度「広報費を活用した航空・空港夫利用促進活動」の募集を行い、応募の
あった４空港（新千歳、釧路、函館、丘珠）の活動内容が、創意工夫あふれる活動であ
るか、空港法協議会で内容を吟味されているか等を精査し、支援を実施。

（３） 主な取組内容

【新千歳空港アクセスＰＲポスター】 【釧路空港利用促進パンフレット】

【函館空港利用促進ＰＲバス車内広告】

【丘珠空港利用促進ＰＲ地下鉄車内広告】
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〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕
航空･空港の利用促進のための取組調査の取りまとめ･情報提供 ● ● ● ● 1,2,3,4,5

空港法協議会活動状況報告書の作成･情報提供 ● ● ● ● 1,2,3,4,5

訪日外国人受入対応 ● ● ● 1,2,3,4,5

★ 広報費を活用した利用促進活動の支援 ● ● ● 1

注１） 「地域振興等類型」は下記のとおりとし、詳細は別紙を参照願います。 注２）

該当する番号欄に「●」を記入すること。

〔1〕 航空ネットワークの維持 1

〔2〕 航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓 2

〔3〕 空港利用者便益の増進 3

〔4〕 空港と地域との交流促進 4

5

注３） 他の空港にＰＲ（推薦）する取組については、特記に「★」を記入

の上、様式4－5に詳細を記入すること。

その他

特記 活動・取組状況
地域振興等類型 実施

主体

「実施主体」の欄は該当する下記番

号を記入すること。

空港管理者

国の機関（地方運輸局、地方整備局等）

地方自治体

航空会社、空港ビル会社

（２） 総括表

２．平成３０年度における利用促進取組状況（大阪航空局）
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大阪航空局

地域振興等類型
〔1〕航空ネットワークの維持　〔2〕航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓
〔3〕空港利用者便益の増進

実施主体 大阪航空局

実施時期 平成３０年度

【広島空港】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩国空港】

広島空港利用促進を目的とする地元紙への広告掲載　　　　 沖縄線利用促進を目的とするPRのぼり作成

【長崎空港】

長崎空港の二次交通アクセスをPRするチラシを４言語（日・英・中《簡》・韓）作成

内容等

平成３０年度「広報費を活用した航空･空港の利用促進活動」の募集を行い、応募のあった３空
港（広島、岩国、長崎）の活動内容が、創意工夫あふれる活動であるか、空港法協議会で内容を
吟味されているか等を精査し、支援を実施。

①広報費を活用した利用促進活動の支援

概要
空港を活用した地域振興を図るため、各空港の創意工夫あふれる航空･空港の利用促進及び
利便性向上のための活動を募集し、効果が高いと思われる取組について支援。

（３） 主な取組内容
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〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕
★ 昇龍道プロジェクト ● ● 1,2,3,4,5

★ 中部国際空港ＣＳ空港連絡会 ● 1,2,4,5

中部運輸局、各地方公共団体との調整 ● ● ● ● 2,3,5

注１） 「地域振興等類型」は下記のとおりとし、詳細は別紙を参照願います。 注２）

該当する番号欄に「●」を記入すること。

〔1〕 航空ネットワークの維持 1

〔2〕 航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓 2

〔3〕 空港利用者便益の増進 3

〔4〕 空港と地域との交流促進 4

5

注３） 他の空港にＰＲ（推薦）する取組については、特記に「★」を記入

の上、様式4－5に詳細を記入すること。

特記 活動・取組状況
地域振興等類型 実施

主体

「実施主体」の欄は該当する下記番

号を記入すること。

空港管理者

国の機関（地方運輸局、地方整備局等）

地方自治体

航空会社、空港ビル会社

その他

（２） 総括表

２．平成３０年度における利用促進取組状況（中部・広域空港管理官）
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中部・広域空港管理官

地域振興等類型 〔1〕航空ネットワークの維持、〔2〕航空・空港を活用した観光振興、航空需要の開拓

実施主体 昇龍道プロジェクト推進協議会

実施時期 通年（平成２４年３月より継続中）

地域振興等類型 〔3〕空港利用者便益の増進

実施主体 中部国際空港ＣＳ空港連絡会

実施時期 平成２９年４月～平成３１年３月（継続中）

内容等

　戦略的プロモーションとして、豪州市場への本格的なプロモーションを開始するなど、
滞在日数が長く旅行消費額が多い欧米豪市場への積極的なプロモーションを行った。
　また、中部地域で絶対的な魅力を持つ観光資源である「サムライ・ニンジャ」と外国人
旅行者のニーズを結びつけ、『～セントレアと戦国時代の融合～』をテーマに、平成３０
年７月から「サムライ×NINJA空港プロジェクト」を開始し、インバウンド旅客の積極的な
取込みを図った。
　平成３０年（１～１２月）昇龍道９県の外国人延べ宿泊者数は、９４３万人泊（前年比
15.6％増）となった。

中部・北陸圏の観光宣伝、インバウンド誘致活動

中部国際空港ＣＳ向上及び空港利用促進活動

　空港内３９の機関・団体・企業で組織する「ＣＳ空港連絡会」による各種会議やスタッフ
向けセミナーの開催を行い、空港全体のレベルアップを図った。
　また、さわやかキャンペーンを設定し「笑顔であいさつ運動」「ゴミ拾い活動」への積極
的参加を呼びかけた。
　すばらしいサービスを提供したスタッフやＣＳ向上に取り組んだ事業者を表彰する「CS
AWARD 2018」を開催し、ＣＳの輪を大きく広げた。

①昇龍道プロジェクト

概要

内容等

②中部国際空港ＣＳ空港連絡会

概要

（３） 主な取組内容

CS AWARD 2018 表彰式後の集合写真
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